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大阪府立たまがわ高等支援学校 

校長室発 

         ＮＯ．１３ 

校長室からの情報発信を始めるにあたり、いろいろとネーミングを考えていましたが、校歌の２番の一節 

「♪たまがわの風にのせて伝えよう♪」から引用し「たまがわの風」としました。 

 

たまがわ本校６４名 共生推進教室９名（芦間高・枚岡樟風高・久米

田高各３名）を迎えて第８回入学式を挙行しました。 

＜式辞＞ 

 ただいま入学許可宣言をしました７３人のあたらしいなかまに私から最初のメッセージを

贈ります。 

 みなさんの挑戦は今日がスタートではありません。本当のスタートは、働いて、自立して、

社会参加するという目標を実現する、３年後の就職が決まる時です。そのスタートのために、

今日からこのたまがわ高等支援学校でいろいろな力を付けてもらいます。この学校はそのため

のトレーニングの場所です。 

 みなさんのこれからの学校生活に一番大切なものは、「就職するんだ！」という強い気持ち

です。失敗を恐れてはいけません。時間がかかることを恥じてはいけません。最初から何でも

できる人などいません。今できることを１０回成功するよりも、できないことに挑戦して失敗

をいっぱい経験しなさい。それが、次の成功のエネルギーになります 

 そのために何をすればいいのかは、先生方が一つひとつていねいに教えてくれます。たまが

わの先生方は、かならず最後までみなさんに寄り添ってともに頑張ってくれることを約束しま

す。健闘を期待しています。 

 

 保護者のみなさま、今申し上げましたように本日、入学のお祝いの言葉は、あえて申し上げ

ません。私たちが彼らのコーチであるのと同様に、保護者のみなさまも、大切なコーチのメン

バーです。みなさまのご理解とご協力なしでは、本校の教育活動は、成果をあげることができ

ません。いろいろお願することやご相談することが多々あるとは思いますが、３年後の真のス

タートまで、お力をお貸しください。 

最後になりましたが、本日、ご多用の中、本校第８回入学式にご臨席を賜りました大阪府教

育委員会ご代表をはじめとするご来賓のみなさま方に心からお礼を申し上げます。本日入学し

ました７３人の新入生のこれから３年間のチャレンジをあたたかい目で見守り下さい。 

そして３年後の成果にご期待下さい。 
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